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ちの市議会だより　第 51号　　2

愛
知
県 

小
牧
市

視
察
地

7
月
3
日（
水
）

中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に

つ
い
て

研
修
会
場　
再
開
発
ビ
ル
「
ラ
ピ
オ
」

研
修
・
視
察
内
容

　
小
牧
駅
前
の
再
開
発
ビ
ル
「
ラ
ピ
オ
」
は

公
共
施
設
と
商
業
施
設
を
配
置
し
た
複
合
ビ

ル
で
、
公
共
施
設
は
「
こ
ど
も
未
来
館
」

「
女
性
セ
ン
タ
ー
」「
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」「
え

ほ
ん
図
書
館
」「
少
年
セ
ン
タ
ー
」「
市
民
交

流
テ
ラ
ス
」
な
ど
が
あ
り
、
子
育
て
支
援
施

設
を
中
心
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

商
業
施
設
と
し
て
は
、
食
品
ス
ー
パ
ー
、

フ
ー
ド
コ
ー
ト
、
生
活
雑
貨
な
ど
の
店
舗
が

出
店
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
再
開
発
ビ
ル
「
ラ
ピ
オ
」
内
に
は

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
が
出
店
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
に
撤
退
し
、
そ
の
後
も
複
数

の
店
舗
が
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
現
在
は
食

品
ス
ー
パ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ

ナ
ン
ト
の
空
き
床
も
見
受
け
ら
れ
、
人
口
15 

万
人
規
模
の
市
で
も
、
民
間
企
業
が
こ
ぞ
っ

て
進
出
す
る
と
い
っ
た
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
高
齢
者
施
設
を
郊
外
へ
移
し
、

エ
キ
ナ
カ
に
こ
ど
も
の
遊
び
場
や
若
い
世
代

の
滞
留
・
交
流
の
場
を
強
化
し
て
い
る
点
な

ど
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
し
っ
か
り
把
握
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

茅
野
市
で
の
展
開
は

　
現
在
の
図
書
館
と
教
育
機
関
を
ベ
ル
ビ
ア

に
移
設
す
る
こ
と
や
、
0
1
2
3
広
場
の

整
備
を
す
る
だ
け
で
も
（
現
在
の
環
境
で
は

手
狭
で
魅
力
が
足
り
な
い
）、
賑
わ
い
・
滞

留
・
交
流
の
拠
点
と
し
て
再
構
築
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
若
い
世
代
が
集

ま
り
や
す
い
用
途
を
整
備
し
な
い
と
継
続
的

な
展
開
は
難
し
く
、
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
だ

け
に
依
存
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
と
市
で

創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
に
繋
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
ラ
ピ
オ
」
の
床
所
有
は
第
三
セ

ク
タ
ー
と
市
が
所
有
し
て
い
る
点
や
、
ハ
ー

ド
の
面
ば
か
り
で
は
な
く
、
賑
わ
い
に
繋
が

る
ソ
フ
ト
の
部
分
に
つ
い
て
も
市
が
積
極
的

に
レ
ー
ル
を
敷
い
て
市
民
を
巻
き
込
み
、

「
自
分
事
」
と
し
て
自
主
的
に
街
の
活
性
化

に
繋
が
る
活
動
を
行
う
「
コ
マ
ナ
カ

m
e
e
t
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成

し
た
点
な
ど
は
、
ベ
ル
ビ
ア
の
今
後
に
大
い

に
参
考
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

京
都
府 

亀
岡
市

視
察
地

7
月
4
日（
木
）

①�

有
機
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

②�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に

つ
い
て

研
修
会
場　

�

亀
岡
市
役
所
及
び
有
機
米�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ほ
場

研
修
・
視
察
内
容

　
亀
岡
市
で
は
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

を
市
政
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
市
長
の
目
玉

政
策
と
し
て
「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣

言
」
や
「
有
機
米
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
当
面
の
目
標
は
、
学
校
給
食

に
1
0
0
％
有
機
米
を
供
給
す
る
こ
と
だ

そ
う
で
す
が
、
現
在
の
供
給
量
は
20
％
程
度

の
よ
う
で
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ａ
と
対
立

す
る
こ
と
な
く
、
京
都
府
や
近
隣
自
治
体
と

協
力
し
、
市
役
所
内
で
も
５
つ
の
課
を
ま
た

い
で
庁
内
全
体
で
取
り
組
む
な
ど
、
多
方
面

の
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
進
め
て
い
る
点
は
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
有
機
野
菜
に
関
し
て
も
、

あ
れ
も
こ
れ
も
と
手
を
広
げ
ず
、「
と
り
あ

え
ず
１
品
で
も
入
れ
て
い
く
」
と
い
う
ス
タ

ン
ス
に
共
感
を
覚
え
ま
し
た
。

　
市
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
始
め
ら
れ
た
事

業
で
す
が
、
環
境
の
保
全
や
、

安
心
・
安
全
な
食
糧
の
生
産

な
ど
、
非
常
に
魅
力
的
な
取

組
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
行
政
視
察
報
告

　
市
議
会
で
は
市
政
の
発
展
と
向
上
の
た
め
、
委
員
会
ご
と
に
視
察
目
的
を
定
め
、
先
進

的
な
他
の
自
治
体
等
を
訪
問
し
て
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。
本
年
は
経
済
建
設
委
員
会
と

福
祉
教
育
委
員
会
が
７
月
に
、
総
務
環
境
委
員
会
は
11
月
に
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

（
総
務
環
境
委
員
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
号
で
報
告
い
た
し
ま
す
）

経済建設
委 員 会

委 員 長　　佐々木美智子
副委員長　　両 角 直 樹
委　　員　　竹 内 　 巧
委　　員　　両 角 実 晃
委　　員　　樋 口 敏 之
委　　員　　伊 藤 　 勝

市側随行
都市建設部長　　黒 澤 俊 彦

議会事務局随行
主　　査　　小 平 雅 文

再開発ビル「ラピオ」を視察
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茅
野
市
で
の
展
開
は

　
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
を
食
い
止
め
、
若

返
り
を
図
る
手
段
と
し
て
、
有
機
農
業
に
対

す
る
関
心
が
高
い
新
規
就
農
希
望
者
の
受
け

入
れ
を
増
や
す
試
み
は
、
有
効
な
農
業
施
策

の
一
つ
に
な
り
得
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
亀
岡
市
も
有
機
農
家
は
全
体
の
３
％
と
少

な
い
で
す
が
、
前
に
進
む
考
え
方
は
見
習
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
有
機
農
業
に
対
し
て
２

千
７
０
０
万
円
の
補
助
を
出
し
て
い
る
の
は
、

有
機
農
業
に
対
す
る
し
っ
か
り
と
し
た
目
標

を
見
据
え
て
い
る
証
で
、
市
長
の
意
欲
を
強

く
感
じ
ま
す
。
担
当
者
か
ら
お
話
を
伺
う
中

で
、
移
住
促
進
と
有
機
農
業
は
親
和
性
が
高

い
と
の
言
葉
も
大
変
興
味
深
く
感
じ
ま
し
た
。

茅
野
市
に
は
し
っ
か
り
と
し
た
土
台
が
あ
る

の
で
、
先
ず
は
学
校
給
食
か
ら
始
め
て
み
る

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

群
馬
県 

渋
川
市

視
察
地

7
月
3
日（
水
）

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
開
放
に
つ
い
て

研
修
会
場　
渋
川
市
役
所

研
修
・
視
察
の
内
容

　
市
民
の
自
主
学
習
を
応
援
す
る
た
め
に
、

市
有
施
設
の
一
部
を
学
習
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
無
料
開
放
す
る
事
業
の
採
用
に
至
っ

た
経
緯
、
利
用
状
況
、
課
題
に
つ
い
て
、
茅

野
市
で
の
活
用
・
応
用
・
展
開
の
可
能
性
を

探
り
ま
し
た
。

運
営
の
ポ
イ
ン
ト

① 

混
雑
す
る
時
間
帯
は
、
管
理
者
（
シ
ル

バ
ー
へ
委
託
）
が
在
中
す
る
。

② 

空
き
情
報
を
渋
川
市
公
式
L
I
N
E
か

ら
確
認
で
き
る
。

③ 

公
募
に
よ
り｢

運
営
委
員｣

が
選
定
さ
れ
、

利
用
者
の
目
線
で
運
営
が
改
善
さ
れ
て
い

る
。

④ 

学
習
支
援
は
行
な
っ
て
い
な
い
。

⑤ 

公
の
施
設
で
有
人
の
た
め
、
居
場
所
と
し

て
安
心
で
き
る
。

　
場
所
の
選
定
・
確
保
、
人
件
費
、
設
備
投

資
等
、
ど
こ
ま
で
費
用
負
担
が
可
能
か
検
討

を
重
ね
た
ま
し
た
が
、
自
主
学
習
ス
ペ
ー
ス

需
要
（
環
境
改
善
、
意
欲
上
）
へ
の
対
応
や
、

送
迎
時
の
渋
滞
緩
和
等
の
面
に
お
い
て
、
群

馬
県
渋
川
市
す
た
で
ぃ
ば
ん
く
自
習
室
に
期

待
で
き
る
事
業
と
判
断
さ
れ
、
事
業
採
用
に

至
り
ま
し
た
。

茅
野
市
で
の
展
開
は

　
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
支
援
だ
け
で
は

な
く
、
運
営
や
民
間
企
業
と
の
ア
プ
リ
開
発

ま
で
、
利
用
者
と
共
に
つ
く
る
事
業
は
参
考

に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
公
民
館
利
用
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
と
し
て
当
市
の
地
区
こ
ど
も
館
事

業
に
類
似
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の
活
性
化

に
視
点
を
置
け
ば
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
公
民
館
と
共
に
こ
ど
も
館
も
考
え

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

山
形
県 

高
畠
町

視
察
地

7
月
4
日（
木
）

①
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

②�

廃
校
利
用
、
大
人
の
学
び
舎
に�

つ
い
て

研
修
会
場　

�

高
畠
町�

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

研
修
・
視
察
の
内
容

　
山
形
県
高
畠
町
は
、
町
の
成
り
立
ち
、
広

大
な
町
域
・
旧
町
村
の
地
区
単
位
へ
の
学
校

配
置
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
課
題
等
、
当
市
と
類
似
す
る
点

が
多
く
、
今
後
、
学
校
等
公
共
施
設
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
小
中
学

校
の
統
廃
合
後
の
取
組
と
し
て
高
畠
町
が

行
っ
て
い
る
、
廃
校
を
活
用
し
た
地
域
振
興

及
び
移
住
交
流
施
策
に
つ
い
て
を
調
査
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

【
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
】

　
た
か
は
た
未
来
創
生
総
合
戦
略
に
位
置
付

け
ら
れ
た
「
関
係
人
口
づ
く
り
」
の
一
環
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
を
活
用
し
、
令
和
５
年
度
か
ら
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

　
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
と
は
、「
区
域
外
就

福祉教育
委 員 会

委 員 長　　木 村 明 美
副委員長　　向 山 平 和
委　　員　　梯 　 泰 弘
委　　員　　机 　 博 文
委　　員　　小 尾 一 郎
委　　員　　長 田 近 夫

市側随行
健康福祉部長　　上 田 佳 秋

議会事務局随行
主　　査　　渡 辺 光 子

亀岡市役所での研修

学習フリースペース（渋川市）
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東
京
都 

八
王
子
市

視
察
地

7
月
5
日（
金
）

八
王
子
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

研
修
会
場　
八
王
子
市
役
所

研
修
・
視
察
の
内
容

　
八
王
子
市
が
取
り
組
む

生
涯
学
習
は
、
学
び
を
活

か
し
て
繋
げ
る
28
項
目
の

施
策
を
展
開
し
、
全
て
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
わ
た
る
学
び
の

調
査
、
研
究
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

１　

 

社
会
人
の
学
び
直
し
の
支
援
、
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
の
取
り
組
み
と
し
て
大
学
等

と
連
携
し
、
講
座
情
報
は
無
料
ア
プ
リ

「
は
ち
リ
カ
」
で
取
得
。

２　

 

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
涯
に
わ
た
る
多

様
な
学
び
の
取
組
み
と
し
て
、
見
え
に

学
制
度
」
を
活
用
し
、
都
市
部
等
に
住
民
票

を
置
い
た
ま
ま
地
方
の
学
校
に
一
定
期
間
通

う
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
、
こ
れ
に
よ
り
９

年
連
続
で
高
畠
町
の
人
口
は
増
加
し
ま
し
た
。

そ
の
経
緯
や
子
育
て
政
策
等
に
つ
い
て
、
茅

野
市
の
取
り
組
む
「
若
者
に
選
ば
れ
る
ま

ち
」
及
び
少
子
化
対
策
に
役
立
て
て
い
く
た

め
、
少
人
数
学
級
の
取
組
み
に
お
け
る
成
果

と
課
題
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

【
廃
校
利
用
大
人
の
学
び
舎
】

　
高
畠
町
で
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

の
進
行
に
伴
い
、
小
中
学
校
の
統
廃
合
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
１
町
５
村
の
旧
町
村
を
地

区
単
位
と
し
、
７
小
学
校
、
１
小
学
校
分
校
、

４
中
学
校
を
有
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22

年
３
月
に
は
１
小
学
校
、
１
小
学
校
分
校
が

閉
校
し
、
平
成
28
年
４
月
に
は
４
中
学
校
が

一
つ
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
地
区
に
は

廃
校
活
用
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、
合
意
に
向

か
う
説
明
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
数
年
間

に
、
延
べ
1
，0
0
0
回
を
超
え
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
駅
に
近
い
第
四
中
学
校
の
施
設
利
用
と
し

て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
や

デ
マ
ン
ド
交
通
予
約
セ
ン
タ
ー
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
や
子
育
て
屋
内
遊
戯
場
と
し
て

活
用
さ
れ
、
校
庭
は
宅
地
分
譲
と
し
て
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

茅
野
市
で
の
展
開
は

【
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
】

　
茅
野
市
は
全
国
で
も
有
数
の
別
荘
地
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
別
荘
所
有
者
の
子
ど

も
や
孫
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
デ
ュ
ア
ル
ス

ク
ー
ル
の
展
開
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
受
け
入

れ
る
学
校
の
児
童
へ
の
好
影
響
等
、
副
次
的

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
環
境
整
備
が
必

要
だ
と
考
え
ま
す
。
教
育
だ
け
で
な
く
、
雇

用
、
医
療
の
一
体
的
な
施
策
の
展
開
も
必
要

と
な
り
ま
す
。

【
廃
校
利
用
大
人
の
学
び
舎
】

　
今
後
茅
野
市
で
も
、
小
中
学
校
を
含
め
た

公
共
施
設
の
統
廃
合
の
議
論
が
加
速
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
高
畠
町
と
は
町

村
合
併
に
よ
る
ま
ち
の
成
り
立
ち
、
公
共
施

設
の
配
置
な
ど
類
似
す
る
点
も
多
く
、
統
廃

合
ま
で
の
住
民
合
意
を
含
め
た
プ
ロ
セ
ス
や
、

廃
校
利
用
に
つ
い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
示
し
方

等
は
参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

く
く
な
っ
た
方
の
学
習
中
途
失
聴
難
聴

者
の
た
め
の
手
放
し
講
習
会
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
市
民
い
き
い
き

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
、 

ゆ
う
ゆ
う
シ
ニ

ア
講
座
、
高
齢
者
施
設
読
書
活
動
支
援
、

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
実
施
、
ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
に

よ
る
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

茅
野
市
で
の
展
開
は

　
茅
野
市
の
市
民
活
動
と
生
涯
学
習
の
連
携

で
学
ん
だ
こ
と
を
、
ま
ち
づ
く
り
に
繋
げ
る

具
体
策
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
公
民
館
な

ど
の
講
座
は
、「
広
報
ち
の
」
や
配
布
さ
れ

る
チ
ラ
シ
な
ど
は
ア
ク
セ
ス
手
段
が
限
定
的

で
す
。
ア
プ
リ
や
公
式
L
I
N
E
で
も
情

報
収
集
の
展
開
も
検
討
で
き
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

高畠町コワーキングスペースでの研修
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そ
し
て
、
観
光
地
の
周
遊
バ
ス
の
事
業
の

よ
う
に
国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
か
ら
と
い

っ
て
も
、
不
要
な
事
業
に
ま
で
手
を
挙
げ
る

必
要
は
な
く
、
結
果
と
し
て
市
の
持
ち
出
し

が
発
生
し
て
い
る
点
も
指
摘
を
す
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
決
算
の
認
定
に
は
反
対
で

あ
る
。

　
賛
成
討
論　

　
市
民
の
生
命
・
く
ら
し
を
守
り
な
が
ら
、

大
型
事
業
を
着
実
に
進
め
た
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
決
算
で
あ
る
。
当
初
予
算
で
は
財
政
調

整
基
金
及
び
減
債
基
金
を
合
わ
せ
て
10
億
５

千
万
円
の
繰
り
入
れ
を
予
定
し
て
い
た
が
、

予
算
決
算
委
員
会�

�

（
９
月
10
日
、
12
日
、
13
日
）

委
員
長　

望
月　
克
治

議
案
第
69
号

令
和
５
年
度
茅
野
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

　
歳
入
決
算
額
３
６
１
億
３
千
９
１
５
万
２

千
８
７
４
円
、
歳
出
決
算
額
３
４
８
億
８
千

８
１
８
万
４
千
４
２
１
円
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
12
億
５
千
96
万
８
千
４
５
３
円
、
翌
年

度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
億
７
千
８
４
３

万
５
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
10
億

７
千
２
５
３
万
３
千
４
５
３
円
。

　
反
対
討
論　

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計
の
認
定
に
は
反
対
。

反
対
の
理
由
と
し
て
、「
の
ら
ざ
あ
」
の
運

行
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
行
政
の
施
策
の
公
平

性
の
点
か
ら
も
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
決
算
か
ら
は
、
ど
こ
を
探
し
て
も
運
行

エ
リ
ア
外
の
住
民
に
寄
り
添
っ
た
施
策
が
伺

え
な
い
。
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ

い
て
、
特
段
、
待
遇
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い

な
い
点
を
指
摘
す
る
。

賛成多数
により

認
定

両
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
決
算
を
行
う

な
ど
、
努
力
の
跡
が
う
か
が
え
る
。

　
今
後
も
行
財
政
改
革
を
一
層
進
め
て
い
た

だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
、
決
算
の
認
定
に
賛

成
す
る
。

総
務
環
境
委
員
会
（
９
月
17
日
）

委
員
長　

東
城　
源

議
案
第
59
号

令
和
６
年
度
交
付
金
永
明
地

区
２
級
26
号
線
交
差
点
改
良

工
事
（
債
務
負
担
）
の
変
更

請
負
契
約
に
つ
い
て

　
こ
の
議
案
は
、
永
明
地
区
２
級
26
号
交
差

点
改
良
工
事
の
変
更
請
負
契
約
に
つ
い
て
、

契
約
内
容
の
一
部
を
変
更
し
た
い
た
め
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

　
契
約
金
額
の
増
加
額
、
３
８
９
万
４
千
円
。

　
反
対
討
論　

　
こ
の
労
務
費
増
額
分
が
し
っ
か
り
労
務
者

に
反
映
さ
れ
る
か
を
見
極
め
て
か
ら
で
も
遅

く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
否
決
す
べ
き
。

　
賛
成
討
論　

　
国
土
交
通
省
の
定
め
る
労
務
単
価
を
運
用

し
て
請
負
金
額
の
差
額
を
算
出
し
請
求
し
て

い
る
。
下
請
け
業
者
、
労
務
者
に
増
額
分
が

き
ち
ん
と
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
し
、
可

決
す
べ
き
。

賛成多数
により

可
決

各
委
員
会
に
お
け
る

主
な
議
案
の
審
査

令和6年9月定例会

茅野市議会 9月定例会は、8月 28日（火）から 9月 24（火）までの会期で開催されました。
　9月議会は主に前年度の決算が審査・認定されるため「決算議会」と呼ばれており、令和 5年度決算を
2日にわたり審査をしたほか、令和 6年度補正予算、市道の廃止、条例案件、人事案件など 20議案が審議
され、いずれも原案のとおり可決、認定、同意されました。

令和5年度決算348億 8千818万 4千421円を認定

予算決算委員会
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全
額
公
費
で
賄
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

採
択
し
、
意
見
書
を
出
し
て
い
く
タ
イ
ミ

ン
グ
が
少
し
時
期
的
に
違
う
と
思
う
の
で

不
採
択
。

○ 

地
方
議
会
の
議
員
も
、
国
の
動
向
を
気
に

し
な
が
ら
議
論
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
立
場
で
あ
る
。
国
で
検
討
の
最
中
で
あ

る
の
で
不
採
択
。

○ 

請
願
陳
情
に
つ
い
て
は
、
茅
野
市
民
に
と

っ
て
ど
う
い
う
影
響
が
あ
る
の
か
が
一
番

重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
市
側
へ
の
聞

き
取
り
の
中
で
、
人
員
不
足
に
陥
っ
て
い

る
施
設
は
今
の
と
こ
ろ
は
な
い
。
ま
た
、

し
っ
か
り
と
し
た
体
制
で
運
営
を
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
な
の
で
不
採
択
。

陳
情
9

「
現
行
の
健
康
保
険
証
の

存
続
を
求
め
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

年
寄
り
が
手
続
き
を
す
る
の
に
時
間
が

か
か
っ
た
り
、
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
っ
て
、
医
療
機
関
の
対
応
が

ど
ん
ど
ん
大
変
に
な
っ
て
い
る
。
現
在

の
健
康
保
険
証
を
存
続
し
て
使
え
ば
、

ほ
ぼ
何
の
問
題
も
な
い
の
で
採
択
。

○ 

本
陳
情
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
と

し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
る
こ

と
等
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
制

度
の
移
行
期
間
中
に
は
ト
ラ
ブ
ル
は 賛成少数

により
不
採
択

経
済
建
設
委
員
会
（
９
月
18
日
）

委
員
長　

佐
々
木　
美
智
子

議
案
第
60
号

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
湖
東
笹
原
地
籍
）

　
議
案
第
60
号
は
、
道
路
法
第
10
条
第
３
項

の
規
定
に
よ
り
、
使
わ
れ
て
い
な
い
市
道
を

廃
止
し
、
隣
接
す
る
土
地
所
有
者
に
払
い
下

げ
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

全会
一致で

可
決

福
祉
教
育
委
員
会
（
９
月
18
日
）

委
員
長　

木
村　
明
美

請
願
２

女
子
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議

定
書
の
批
准
に
向
け
た
速
や

か
な
検
討
を
求
め
る
請
願

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

日
本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
が

1
4
6
か
国
中
1
1
8
位
と
い
う
こ
と
で
、

先
進
国
の
仲
間
入
り
に
な
っ
て
い
な
い
。

後
進
国
の
仲
間
入
り
に
な
る
危
機
感
を
感

じ
る
の
で
、直
ぐ
に
批
准
す
る
必
要
が
あ
る
。

○ 

請
願
者
の
意
見
書
案
の
文
面
に
つ
い
て
は
、

若
干
修
正
を
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も

の
を
提
出
来
れ
ば
採
択
。

○ 

不
採
択
に
す
る
理
由
が
見
つ
か
ら
な
い
の

で
採
択
。

陳
情
8

政
府
の
責
任
で
医
療
・
介
護

施
設
へ
の
支
援
を
拡
充
し
す

べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上

げ
や
人
員
増
を
求
め
る
陳
情
書

　
委
員
会
で
の
意
見　

○ 

全
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
金
が
低
く
て
、

な
か
な
か
人
材
が
集
ま
ら
な
い
の
で
、
人

員
増
が
で
き
る
よ
う
賃
上
げ
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
の
で
採
択
。

○ 

国
の
方
で
も
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

全会
一致で

採
択

賛成少数
により

不
採
択

市道廃止の現地調査（湖東笹原地籍）

起
こ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
存
続
は

移
行
期
間
中
の
対
応
策
の
１
つ
と
考
え
る

こ
と
は
で
き
る
が
、
根
本
的
な
ト
ラ
ブ
ル

の
解
決
に
は
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
と

考
え
る
の
で
不
採
択
。

○ 

国
の
方
で
変
更
す
る
手
続
き
が
進
ん
で
い

る
。
茅
野
市
の
条
例
に
お
い
て
も
既
に
い

く
つ
か
変
更
さ
れ
て
い
る
中
で
、
こ
れ
を

ま
た
元
に
戻
す
と
な
る
と
、
市
側
も
混
乱

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
不
採
択
。

○ 

い
か
に
使
い
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
く
か

を
求
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。
や
み
く

も
に
「
保
険
証
を
廃
止
す
る
の
は
や
め
よ

う
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
う
の
で

不
採
択
。

○ 

昨
年
の
９
月
に
同
じ
陳
情
が
出
て
い
て
不

採
択
と
な
っ
て
い
る
。
１
年
経
っ
て
全
く

同
じ
も
の
が
出
て
き
て
い
る
の
で
不
採
択
。

議会用語解説

決算認定
　議会が、一会計年度の歳入歳出予
算の執行の実績である決算につい
て、その内容を審査した上で、収
入・支出が適法かつ正当に行われた
かどうかを確認することをいう。

出典　株式会社ぎょうせい
「地方議会運営辞典－第 2次改訂版－」
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7月 11日（金）、泉野小学校の6年生20名が
茅野市議会を訪れ、議会の仕組みや役割を学習
しました。そのあと議場に移動し、実際に議会
を開きました。

議会トピックス

泉野小学校 6 年生
茅野市議会訪問�

９月定例会　請願・陳情・議員提出議案　採決結果

表　　題 趣　旨 提出者
採決結果

委員会 本会議

請願 2

女子差別撤廃条約選択
議定書の批准に向けた
速やかな検討を求める
請願

女子差別撤廃条約選択議定書の批
准に向けた速やかな検討を行うよ
う強く要請する国宛ての意見書を
提出することを求める。

ちの男女共生ネット
ほか 2団体

紹介議員　
佐々木美智子

採択 採択

陳情 8

政府の責任で医療・介
護施設への支援を拡充
しすべてのケア労働者
の賃上げや人員増を求
める陳情書

医療や介護現場で働くすべてのケ
ア労働者の賃上げと人員配置増に
つなげるよう、政府の責任におい
て、全額公費による追加の賃上げ
支援策を実行することを意見書と
して政府関係機関に提出すること
を求める。

長野県医療労働組合
連合会 不採択 不採択

陳情 9
「現行の健康保険証の
存続を求める意見書」
の提出を求める陳情書

「現行の健康保険証の存続を求め
る意見書」を国及び政府に提出す
ることを求める　

長野県保険医協会 不採択 不採択

議員提出
議第3号

意見書案の提出につい
て（女性差別撤廃条約
選択議定書の速やかな
批准を求める）

国に対し、我が国の司法制度や立
法政策との関連課題等が早急に解
決されるよう環境整備を進め、女
性差別撤廃条約選択議定書を速や
かに批准するよう意見書として政
府関係機関に提出する。

木村明美議員
向山平和議員
梯　泰弘議員
机　博文議員
小尾一郎議員
長田近夫議員

可決

↑�後日、生徒のみなさんから、
お礼の寄せ書きが届きました。

木村明美議員から議会の説明を受ける

泉野小こども議会開
催！



ちの市議会だより　第 51号　　8

茅野市の課題を問う !

9 月定例会一般質問通告一覧 ①
 一般質問における実際のやりとり、市側の答弁については、記載の QR コードから動画でご覧いただけます。

件　　　名 小項目・動画QRコード

佐
々
木
　
美
智
子

1 AI 乗合オンデマンド交通「のら
ざあ」のこれからの展開

（1） 承認された内容について
（2） 利用対象者の想定について
（3） 実施されるまでのスケジュールについて

　2 これからのまちづくりに必要なこ
と

（1） 八ヶ岳の豊かな自然環境を活かした安全安心かつ便利で快適な暮ら
しの整備について

（2） 成長産業に関連した付加価値の高い雇用の創出と新規ビジネスの起
業・創業の支援について

（3） 地域経済の活性化に向けた取組について

両
角
　
直
樹

3 行財政改革の取組みについて
　

（1） 令和 6年度の行財政改革の現状について
（2） 歳入を増やす施策の検討状況について
（3） 使用料等の改定の考え方・進め方について
（4） 市民と市民以外の区分を撤廃する明確な根拠について
（5） 市営駐車場使用料の見直しについて

渋
澤 

務
4 茅野市における手話を使用する聴
覚障害者の現状と環境について

（1） 聴覚障害者（手話使用者を含む）の現状について
（2） 茅野市における手話の現状について
（3） 茅野市手話言語条例制定について 　

竹
内
　
巧

5 3 年目を迎える「のらざあ」の今
後について

　

（1） 「のらざあ」が抱える課題について
（2） 運行形態の抜本的な見直しの必要性について
（3） 7 月 1日開催の新地域公共交通検討会議での協議事項の提案手法は、

今後のスタンダードとなりますか

小
尾
　
一
郎

6 市の目指す教育を実現するために
市にできることは何か

（1） 茅野市の目指す教育とはどのようなものか。
（2） 目指す教育の実現のために、市がしなければならないことは何か、

市にできることは何か
（3） 教員の人事権と人事管理とはどのようなものか
（4） 教員の人事面で、目指す教育の実現のために、市がしなければなら

ないことは何か、市にできることは何か
　

両
角
　
実
晃

7 子どものスポーツ振興について

　

（1） 中学校の部活動の地域移行への取組について
（2） 茅野市スポーツ少年団の取組について

8 茅野市における少子化の動向とそ
の対策について

（1） 人口の動向について、自然増減及び社会増減の観点からどのように
分析しているか

（2） 出生数の推移とその要因をどのように分析しているか
（3） 少子化の取組について今後どのように考えているか

野
沢
　
明
夫

9 縄文のまちづくりのその後につい
て

（1） 縄文科学習の状況
（2） 縄文文化賞の応募状況を含めた今後の展開
（3） 縄文ポロシャツの導入経過と今後
（4） 縄文まつりの予定
（5） 縄文プロジェクトの見直し

　
10 中学校における運動部活動の地域

移行について

（1） 市内の部活動の指導の実態調査の結果
（2） 地域移行に関するアンケート結果
（3） 中体連の全国大会規模縮小の影響
（4） 今後の取組

伊
藤
　
勝

11 高校再編について

　

（1） 2 年前の説明からどのような協議がされたのか
（2） 市として今後の考え方は

12 ふるさと納税について
（1） ポータルサイト増によってのメリット、デメリットは
（2） 返礼品の開発は
（3） 返礼品業者との連携は



9　　ちの市議会だより　第 51号

件　　　名 小項目・動画QRコード

梯
　
泰
弘

13
活力と魅力があふれる稼げるまち
の実現に向けたシティプロモーシ
ョンについて

（1） シティプロモーションの取組及び成果について
（2） 核となる茅野市の魅力及びターゲットについて
（3） 他市町村や関係団体との連携について
（4） エリアプロモーションについて
（5） インバウンドに向けたプロモーションについて
（6） 今後の展開について

　

木
村
　
明
美

14 小中一貫教育について

　

（1） 小中一貫教育の取組について
（2） 小中一貫教育の方向性について

15 千駄刈自然学校について
（1） 市の管理運営の経緯ついて
（2） 施設運営状況について
（3） 廃止の方向における委託業者との協議について
（4） 今後のスケジュールについて

東
城
　
源

16 市内 9 小学校の今後のあり方に
ついて

（1） 市内小学校のあり方の基本は
（2） 小学校再編決定のプロセスは
（3） 再編後の小学校施設について
（4） 再編後のまちづくりについて 　

机
　
博
文

17 都市宣言の現状について

　

（1） 各都市宣言の現状の考えと推進状況について
（2） 都市宣言と市民との関わりについて
（3） 生涯学習都市宣言に関連した生涯学習の進め方について

18 農業地域計画策定の進捗状況につ
いて

（1） 10 年先を見据えた地域ごとの策定状況について
（2） 計画策定における地域課題等について
（3） 担い手減少に向けた対策について

向
山
　
平
和

19 健康寿命について

（1） 長野県の健康長寿の要因として挙げられている 4項目の茅野
市の状況について

（2） スポーツなど健康づくりの状況は
（3） 塩分摂取量が全国でも多い県ということですが影響は出てい

ますか
（4） 特定健診受診率が 6割弱ということですが、何もしていない

方との違いはあるのでしょうか
（5） 特定健診に前立腺がんの検査を加えることについて

　

木
村 

か
ほ
り

20 公共施設再編、特に学校再編の進
め方について

　

（1） 学校再編のスケジュールについて
（2） 学校再編の今後予想される取組について
（3） 公共施設再編のこれまでの経緯について
（4） 公共施設再編の決定までの流れについて
（5） 市民への情報共有の方法について

望
月
　
克
治

21 スワコエイトピークスミドルトラ
イアスロンについて

（1） 交通規制の時間短縮は実現しましたか
（2） 渋滞緩和の案内看板設置は効果を発揮しましたか
（3） 反省を活かした対応の結果、苦情は減りましたか

　

22 デジタル田園健康特区の現状と今
後について

（1） 5 月 29日に開かれた「国家戦略特別区域会議 合同会議」では高い
評価を受けているようですが、一方で新規の特例活用事業は 0件と
されています。今後の見込みはどうなりますか。

（2） デジタル田園健康特区をともに進める 3自治体での取組の健康保険
の被保険者番号について、取扱いの解釈が明確化された、とはどう
いうものですか。

（3） 上記会議での市長の発言に関連し、現状でテーブルに乗っているも
のはありますか。

23 健康医療と福祉事業について
（1） 各検討会議等で市が示している資料はどういうものですか
（2） 参加者からの資料の追加の提案などはありますか
（3） 財政について、市民は触れる機会も少なく、理解が難しいと考えま

す。情報提供の方法に工夫はされていますか

9 月定例会一般質問通告一覧 ②

録 画 映 像
ＱＲコード詳しくは議会ホームページをご確認ください。

議場で行われる本会議は、ビーナチャンネルとインターネットで
ご視聴いただけます。

茅野市議会 検索
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議会活性化に向けた市民アンケート　集計結果

 アンケートの結果（抜粋）� 全てのアンケート結果は、茅野市議会ホームページでご覧いただけます。

分かりにくい・改善を求む 18人

良い・関心がある・応援して
います 13人

関心が持てない 5人

配布されない 5人

議事の経過や成果を知りたい 4人

読んだことがない 14人

その他、広報誌以外への意見 4人

特になし 20人

「議会だより」についての意見

関心や興味がない 18人

分からない 13人

不都合がない 5人

期待できない 5人

情報がない 4人

その他 14人

市議会への関心がない理由
（理由の記載があったもの）

「議会だより」の閲覧の有無
知らなかった
46人
7.9％

ない　182人
31.2％ ある　356人

61.0％

「議会だより」の閲覧の有無（年齢別）

12.7

ある ない 知らなかった

29歳
以下

0 20 40 60 80 100
54.5 32.7

42.630 歳代 38.9 18.5

55.440 歳代 32.4 12.2

66.350 歳代 31.3 2.4

62.960 歳代 34.3 2.9

76.970 歳
以上 21.2 1.9

（％）

「議会だより」閲覧の有無×議会への関心の有無

83.6

ある ない 知らなかった

市議会へ
関心ある

0 20 40 60 80 100
（％）

13.3 3.1

41.0市議会へ
関心ない 46.9 12.1

　このアンケートは、今後の議会活性化に向けて、議会に対する市民の意識や意見を聞き取り、議会活動に関
する現状の把握、新たな方策の実施等を策定する基礎資料とすることを目的に実施をしました。
●�実施期間：令和 6年 6月 19日（水）～ 7月 15日（月）
●�対 象 者：平成 19年（2007年）4月 1日以前にお生まれの方の中から、無作為抽出による市民 2,000 人。
● 配 布 数：2,000 通、回収数：613件（郵送：443件／WEB：170件）、回収率：30.7％

40 歳代 77人
12.6％

50歳代
84人
13.7％

60歳代
111人
18.2％

70歳代
229人
37.5％

29歳以下 55人
9.0％
30歳代 55人
9.0％

年齢

ない　309人
54.5％

ある　258人
45.5％

市議会への関心

「議会だより」について

茅野市議会 検索
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アンケートにご協力いただいた皆様、ありがとうございました。

市議会議員の月額報酬について

茅野市：月額332,000円

参考
岡谷市：18人
諏訪市：15人

参考
岡谷市：353,000 円
諏訪市：353,000 円

定数についての回答理由（記載があったもの）

適正である 63人

茅野市の規模にあっている 22人

他市との比較 17人

現状でよい 11人

その他 13人

分からない 47人

判断基準がわからない 10人

議員の仕事内容を知らない 12人

行政区に 1人は欲しい 3人

議員の力量による 3人

その他 11人

分からない・なし 8人

多いと感じる 113人

人数に応じた成果を感じない 25人

財政に応じた定数 18人

選挙の影響を高める 15人

他市との比較 11人

人口減少に向けて 7人

各地区の代表程度の人数 6人

その他 31人

少ないと感じる 16人

議会の効果を高めるため 9人

各地区から議員を出せる 2人

茅野市の規模に応じて 2人

他市との比較 1人

その他 2人

報酬についての回答理由（記載があったもの）

適正である 64人

他自治体との比較して 19人

妥当だと思う 13人

他の給与と比較 6人

特に理由なし 5人

財政状況に応じて 6人

議員になる人の確保 4人

報酬に見合う仕事を望んで 3人

定数を削減し報酬は維持 2人

その他 6人

少ないと感じる 45人

他自治体との比較して 17人

職責と比較して 15人

議員人材確保のため 8人

その他の労働報酬と比較して 3人

その他 2人

多いと感じる 72人

職務内容や成果が分からない 22人

一般の労働報酬と比較 22人

税負担や市の財政を考えて 6人

議員は低報酬であるべき 5人

予想より多かった 4人

他の自治体と比較して 2人

その他 11人

分からない 67人

職務内容や成果が分からない 21人

議員の働きに応じて 14人

報酬の評価基準が分からない 8人

市財政と比較して 6人

他自治体との比較して 2人

その他 16人

適正である
191人
32.0％

多いと感じる
134人
22.5％

分からない
207人
34.7％

少ないと感じる
64人
10.7％

適正である
166人
27.4％

多いと感じる
206人
34.0％

少ないと感じる
20人
3.3％

分からない
213人
35.2％

市議会議員の定数（18人）について
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12 月定例会本会議予定
11 月 29日（金）　開会、提案説明、先議案件採決
12月   6 日（金）　議案質疑、委員会付託
12月   9 日（火）　一般質問
12月 10日（水）　一般質問
12月 11日（木）　一般質問
12月 20日（金）　委員長報告、採決、閉会

※ 変更される可能性もあります。 
詳しくは議会ホームページでご確認ください。

みなさんもぜひ傍聴にお越しください！

市議会の本会議及び各常任委員会はどなたでも傍聴が 

できます。予約の必要はありません。

本会議の傍聴を希望される方は、直接議会棟 3 階まで

お越しください。事務局への連絡は不要です。

なお、委員会の傍聴をご希望の方は、事前に議会事務局

までご連絡ください。

ちの市議会だより第52号は、令和7年3月 1日発行予定です。
総務環境委員会行政視察報告、議会報告・意見交換会、令和 6年 12月定例会　他
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　☎
0266―72―2101　

FAX
0266―73―7936　

https://w
w
w
.city.chino.lg.jp/site/chino-cc/

令和 6 年 9 月定例会　賛否が分かれた議決結果
 ○…賛成　　●…反対　　※議長は採決には加わりません。

番
　
　
号

件　　名 議決結果

両
角　
直
樹

梯　
　
泰
弘

向
山　
平
和

佐
々
木
美
智
子

渋
澤　
　
務

木
村　
明
美

竹
内　
　
巧

木
村
か
ほ
り

両
角　
実
晃

東
城　
　
源

机　
　
博
文

小
尾　
一
郎

樋
口　
敏
之

野
沢　
明
夫

伊
藤　
　
勝

望
月　
克
治

長
田　
近
夫

市
長
提
出
議
案

59
令和 6年度交付金永明地区 2級 26
号線交差点改良工事（債務負担）の
変更請負契約について

賛成多数に
より可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

69 令和 5年度茅野市一般会計歳入歳出
決算の認定について

賛成多数に
より可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

陳　
情

8
政府の責任で医療・介護施設への支
援を拡充しすべてのケア労働者の賃
上げや人員増を求める陳情書

賛成少数に
より不採択 ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

9 「現行の健康保険証の存続を求める意見書」の提出を求める陳情書
賛成少数に
より不採択 ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ●

市民のみなさまにお願い 　　議員の寄附行為禁止について
公職選挙法により、選挙区内における寄附行為が禁止されています。

●  政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止
●  政治家の関係会社等が行う寄附の禁止
●   政治家の後援団体が行う寄附の禁止
●  政治家からの年賀状等、あいさつ状の禁止（答礼のための自筆を除く）
●   政治家からのあいさつを目的とする有料広告の禁止

区、自治会や各種団体等での行事や催事へ議員をご案内いただく際は、必要経費分としての�
会費を明示してご案内いただきますようお願いします。

贈らない！もらわない！求めない！


